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【
税
金
経
営
対
策
部
発
】
2

0
2
0
年
分
の
年
末
調
整
お
よ

び
確
定
申
告
で
は
、
様
々
な
所

得
控
除
額
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
主
な
変
更
点
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

1
、
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し

一
律
10
万
円
引
き
下
げ
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
控
除
額
の

上
限
も
1
9
5
万
円
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。
同
時
に
上
限

額
の
適
用
さ
れ
る
給
与
収
入
が

8
5
0
万
円
に
下
が
り
ま
し

た
。

2
、
基
礎
控
除
の
見
直
し

基
礎
控
除
額
が
10
万
円
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
分
ま

で
は
一
律
38
万
円
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
48
万
円

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
昨
年

分
ま
で
は
な
か
っ
た
所
得
制
限

が
加
わ
り
、
合
計
所
得
金
額
が

2
5
0
0
万
円
を
超
え
る
人
は

基
礎
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

3
、
所
得
金
額
調
整
控
除
の
創

設
給
与
所
得
控
除
の
引
き
下
げ

等
で
所
得
額
が
増
額
と
な
る
た

め
、
介
護
や
子
育
て
世
代
の
負

担
が
増
え
な
い
よ
う
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
対
象
と
な
る
の
は
給

与
収
入
が
8
5
0
万
円
を
超

え
、
か
つ
次
の
3
点
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
こ
と
が
要
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

①
本
人
が
特
別
障
害
者

②
23
歳
未
満
の
扶
養
者
が
い
る

③
特
別
障
害
者
で
あ
る
同
一
生

計
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
が

い
る

4
、
扶
養
親
族
の
判
定
の
見
直

し
1
、
2
の
変
更
が
あ
っ
た
た

め
各
種
扶
養
控
除
等
を
受
け
る

た
め
の
扶
養
親
族
等
の
所
得
金

額
の
要
件
が
別
表
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
し
た
。

5
、
ひ
と
り
親
控
除
の
創
設
、

寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
の
見
直
し

こ
れ
ま
で
の
寡
婦
控
除
、
寡

夫
控
除
、
特
別
の
寡
婦
控
除
の

要
件
が
見
直
さ
れ
、
ひ
と
り
親

控
除
と
寡
婦
控
除
に
区
分
さ
れ

ま
し
た
。
婚
姻
歴
や
性
別
に
か

か
わ
ら
ず
、
本
人
の
所
得
合
計

金
額
が
5
0
0
万
円
以
下
の
単

身
者
で
生
計
を
一
に
す
る
子

（
総
所
得
金
額
48
万
円
以
下
）

が
い
る
場
合
、
同
一
の
ひ
と
り

親
控
除
が
適
用
さ
れ
35
万
円
の

控
除
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
年
末
調
整
や
確
定

申
告
に
必
要
な
所
得
の
種
類
、

所
得
控
除
の
一
覧
表
等
に
つ
い

て
は
、
東
京
土
建
と
い
く
つ
か

の
組
合
、
県
連
で
一
緒
に
作
成

し
て
い
る
「
2
0
2
1
年
版
税

金
対
策
の
手
引
き
」
を
ご
一
読

く
だ
さ
い
。

手
引
き
に
つ
い
て
は
支
部
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
板
橋
・
書
記
・
竹
腰
隆
樹
記
】今

年
初
め
て
と
な
る
防
災
タ
ウ
ン
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
を
11
月
25
日
、
時
お

り
雨
の
降
る
中
で
実
施
し
ま
し

た
。
9
分
会
か
ら
17
人
の
仲
間
が

参
加
。
今
回
の
行
動
は
、
災
害
時

帰
宅
困
難
者
一
時
受
け
入
れ
施
設

と
な
っ
て
い
る
支
部
会
館
周
辺
を

重
点
に
行
な
い
ま
し
た
。

午
前
中
、
行
動
の
趣
旨
、
行
動

エ
リ
ア
を
確
認
し
、
5
グ
ル
ー
プ

に
班
分
け
し
、
各
班
で
ル
ー
ト
な

ど
を
確
認
後
、
街
に
出
ま
し
た
。

行
動
で
は
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

が
11
箇
所
、
空
き
家
・
ビ
ル
が
6

箇
所
、
危
険
な
配
電
盤
1
箇
所
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
有
用

な
も
の
と
し
て
公
衆
電
話
4
箇

所
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
7
箇
所
、
交
番
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
必
ず
設
置
）
が
4
箇
所
、
消

火
器
等
39
箇
所
、
避
難
所
・
避
難

場
所
が
17
箇
所
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
3
箇
所
を
確
認
し
ま
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
危
険
物
取

扱
施
設
と
し
て
危
険
な
建
物
と
誤

解
さ
れ
ま
す
が
、
災
害
や
火
災
に

強
い
建
物
で
阪
神
大
震
災
で
も
倒

壊
や
火
災
を
免
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
積
極
的
に
見
つ
け
る
建
物
と

し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
動
販
売
機
が
災
害
時

に
は
飲
料
水
が
無
料
に
な
る
「
災

害
時
ベ
ン
ダ
ー
」
は
支
部
周
辺
に

は
な
い
こ
と
、
し
か
し
、
多
く
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
災
害

時
の
避
難
支
援
場
所
（
災
害
時
帰

宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

壁
の
倒
壊
や
落
下
物
に
よ
り
歩

行
者
の
通
り
路
を
塞
ぐ
所
は
危
険

箇
所
と
な
り
ま
す
。
区
道
の
補
修

に
つ
い
て
は
、
区
民
が
ケ
ガ
を
し

て
板
橋
区
が
賠
償
す
る
と
い
う
事

故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、
板
橋

区
は
人
手
不
足
で
点
検
し
き
れ
て

い
ま
せ
ん
。危
険
箇
所
を
発
見
し
、

板
橋
区
に
報
告
す
る
こ
と
は
、
区

政
へ
の
協
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

調
査
後
の
各
班
の
報
告
会
で

は
、
撮
っ
た
写
真
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
映
し
出
し
な
が
ら
、
状
況

を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。
年
明
け

に
は
、
今
回
の
調
査
結
果
を
も
と

に
区
と
の
懇
談
を
予
定
し
ま
す
。

講師を務めるのは大工の土多松雄さん（右）

【
豊
島
・
書
記
・
川
合
正
人
通

信
員
】
豊
島
支
部
で
は
、
と
し
ま

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
協
力
で
、
7

月
よ
り
、
と
し
ま
情
報
チ
ャ
ン
ネ

ル
に
て
「
お
う
ち
で
Ｄ
Ｉ
Ｙ
」
と

題
し
た
、
豊
島
支
部

の
組
合
員
に
よ
る
Ｄ

Ｉ
Ｙ
教
室
を
5
回
放

送
し
て
い
ま
す
。
塗

装
や
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
、
壁
紙
・
網
戸
・
ふ
す
ま

の
張
替
等
を
地
域
の
方
に
わ
か
り

や
す
く
教
え
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
で
始
ま
り
現
在
も
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
住
宅
デ

ー
な
ど
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
に
な
る
中
、建
設
組
合
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
木
工

教
室
が
出
来
な
い
か
と
色
々
と
試

行
錯
誤
し
、
動
画
配
信
で
の
木
工

教
室
を
考
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

豊
島
区
と
の
交
渉
を
重
ね
る
中
で

実
現
し
、
豊
島
区
の
後
援
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

撮
影
当
日
は
、
講
師
の
土
多
さ

ん
も
緊
張
し
慣
れ
な
い
中
で
、
子

ど
も
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
、
物

作
り
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

に
は
ど
う
し

ら
い
い
か
、

色
々
と
工
夫

し
な
が
ら
の

撮
影
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
は
、
豊
島
支
部
で
木
工
教

室
の
材
料
（
小
物
ラ
ッ
ク
・
カ
ッ

ト
し
た
木
材
と
釘
の
揃
っ
た
も

の
）
を
3
0
0
セ
ッ
ト
作
成
し
、

希
望
す
る
子
ど
も
に
無
料
で
配
布

し
、
材
料
を
受
け
取
っ
た
ら
自
宅

で
動
画
を
見
な
が
ら
親
子
で
作
成

し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
流
れ
に
な

り
ま
す
。当
日
の
放
送
以
外
で
も
、

豊
島
支
部
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ

ャ
ン
ネ
ル
「
土
建
豊
島
Ｄ
Ｉ
Ｙ
チ

ー
ム
」
で
も
見
ら
れ
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
豊
島
区
広
報
番
組
「
と
し
ま
情

報
ス
ク
エ
ア
」
（
豊
島
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
）
の
放
送
時
間

12
月
20
日
・
午
前
11
時
〜
、
午
後

5
時
〜
、
午
後
10
時
〜

12
月
21
日
・
午
前
5
時
〜

倒壊の恐れがある危険なブロック塀を発見

【
渋
谷
・
書
記
・
鶴
岡
泰
記
】
渋

谷
支
部
で
は
12
月
5
日
、
野
丁
場

グ
ル
ー
プ
懇
親
会
を
開
催
。
野
丁

場
従
事
者
を
中
心
と
し
た
集
ま
り

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
年
に
複
数

回
懇
親
会
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
時
期
が
遅
れ
、
12
月
に
や
っ
と

年
度
初
め
て
と
な
る
懇
親
会
を
行

な
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
「
5
つ
の
小
」
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
つ
こ

と
を
守
り
つ
つ
、
8
人
の
仲
間
が

参
加
。
結
集
す
る
こ
と
が
難
し
い

状
況
下
、
初
参
加
者
1
人
（
過
去

に
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
会
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
く
れ
た
）
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
に
野

丁
場
の
現
状
に
つ
い
て
話
が
で
き

た
こ
と
は
今
後
に
つ
な
が
る
一
歩

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
参
加
者
か
ら

も
最
近
の
仕
事
か
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
こ
と
ま
で
様
々
な
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
回
は
仲
間
の
仕
事

紹
介
と
し
て
組
合
員
が
講
師
と
な

り
レ
ジ
ュ
メ
を
作
り
、
現
在
の
仕

事
に
つ
い
て
、
実
際
に
行
な
っ
て

い
る
現
場
写
真
や
仕
事
説
明
動
画

を
見
な
が
ら
、
解
説
を
行
な
う
意

見
交
流
の
場
を
設
け
ま
し
た
。
普

段
で
は
そ
こ
ま
で
深
く
聞
け
な
い

質
問
や
意
見
が
多
く
飛
び
交
い
、

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

現場写真を見ながら解説や意見交流

求

人

今年初の防災タウンウオッチング今年初の防災タウンウオッチング

危険箇所見つけ区に報告

初参加も出た懇親会
野丁場の現状を意見交流

板
橋

渋
谷

今
回
は
小
物
ラ
ッ
ク
作
り

豊島

動
画
配
信
で
Ｄ
Ｉ
Ｙ


